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拝 啓  

陽光の候、待ち遠しかったうららかな春をようやく向かえ、皆様には益々ご健勝にてご活躍の事

と存じます。 
 
さて、去る 4 月 21 日(土) PM3：00 より居酒屋しづか 2F にて、NPO 法人松本ヒマラヤ友好会第

19 回通常総会を開催。開催の初めに、昨年お亡くなりになられた、賛助会員常念小屋山田恒男様、

正会員小児科医院の唐澤耕平様への黙祷を捧げた後、来賓者として、八十二銀行笹賀支店長宮下様、

営業中村様のご出席を賜り、菅谷昭松本市長、サンタラム・ポハレル MHC ネパール支部長、の祝

電が披露され、来賓代表として八十二銀行笹賀支店西沢支店長宮下様の祝言を頂いて、開催の運び

となりました。 
 
議長に丸山清榮氏、議事録署名人に大村裕氏、小松佑次氏を選任。正会員 21 名のうち、総会出席

者 20 名(書面表決者含む)を数え、1/2 以上出席数にて定足数を確認し、総会の議事に入りました。 
鈴木理事長より平成 29 年度事業報告、収支決算報告が報告され上條賢介監事より会計監査報告が

行われ、出席者全員の拍手で承認されました。引き続き平成 30 年度事業計画、収支予算計画が鈴木

理事長より説明、これについても出席者全員の拍手で承認されました。 
 

又、ＮＰＯ推進法変更により平成 30 年 10 月 1 以降、貸借対照表の公告が義務付けられるため、

ＭＨＣの定款変更と変更後の県承認について、理事長より説明、MHC 山岳保険については、佐藤保

険事務所より説明、新入会員紹介、そして私達の小さな活動の積み重ねにより、大きな国際協力事

業へと発展していく事についての説明がされ、これらについても出席者全員の拍手で承認されまし

た。総会は PM4：30 閉会と致しました。 
今年度も皆様のご理解、ご協力を今まで以上にお願いする次第です。  
 
 
 
 
 
 
 
 
総会後、同会場にて、PM4：30 から 24 名が出席し懇親会を開催。懇親会には、来賓として、MHC

創業以来支援していただいている和菓子店翁堂社長木内基裕様、NPO 法人以来融資を頂いている八

十二銀行笹賀支長宮下様、営業中村様、NPO 法人の登記相談をして頂いている賛助会員司法書士小岩

井晶様、松本ヒマラヤ友好会山岳写真展などで印刷作業に応援していただいている（株）イトウ支

店長代理の小松真二様のご出席を頂きました。 
 
MHC 理事、八十二銀行笹賀支店長宮下様の乾杯を合図に懇親会が始まりました。出席会員、登山

講習参加者も加わり、飲むほどに、食べるほどに盛り上がり、「穂高よさらば」の唄の合 
唱で宴は最高潮に達し PM6：30 過ぎまで行なわれました 
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●予定事業について  

１、文化交流事業  
①4/13 上高地食堂へ物産品搬入、11/15 まで展示販売中。  

②4/23 上高地アルペンホテルへ物産品搬入、11/15 まで展示販売予定。 

④4/15～上高地バスターミナル 2F 会議室特設会場の写真展「上高地の美しい自然」「北アルプスの

美しい自然」は差し替えられ、引続き開催します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※是非ご来場下さい。パネル写真 A2 版の売上は、国際協力基金に積み立てられ、MHC 奨学金支給

及びヒラリースクール・クムジュン校学生寮運営資金に使われます。 
 
２、山岳スポーツ振興事業 

※同封の平成 29 年度総会資料及び 2018MHC 登山講習パンフレット参照 

①平成 30 年 12 月 1 日～平成 30 年 12 月 8 日「ネパール文化紀行紀行Ⅶ＆ 
報告写真展」―が実施されます。アンナプルナ山群を展望、釈迦生誕地訪問有 
 ご希望の方は、今から資金と日程調整等、準備をして下さい。 
③5/3(木)～4(金)「雪山講習。残雪の乗鞍岳」春の日差しを浴びて、純白に 

輝く乗鞍岳山頂を目指します。雪山を始める方の雪上訓練に最適です。 
④5/19(土）～20(日)「花の奥上高地」・・別紙参照、登山初心者向きです。 

エネルギー源、水分の摂り方、疲れない登り方等実地体験で学びます。 
山行が久し振りな人、家族で参加したい人、ゆっくり新緑を味わいたい人 
向きです。是非参加して下さい 

④6/9 土）～10(日)「内田良平山岳写真教室」・・別紙参照 
残雪頂く穂高岳を仰ぎ、花咲き競う新緑萌える上高地と乗鞍岳を舞台 
に、山岳写真家内田良平氏を講師に迎え「山岳撮影テクニックの習得」 
を目的とした企画です。 

 
３、国際協力事業  
①クムジュン校学生寮運営費の一部等、奨学生第 21～22 期生 12 名の奨学金 
 と事務局運営費を支給していきます。・・同封の平成 30 年度総会資料参照。 
②国際協力事業基金の積立  

寄付金、講演料、文化事業、物産展示販売の収益そして MHC 登山講習の 
参加費の一部が国際協力事業基金に積立てられます。私達の小さな活動が 
ネパールの青少年の教育の為に役立っています。 

 ・・皆様のご理解とご協力、そしてご参加をお願い致します。 

   

上高地バスターミナル 2F 室特設会場      

 
乗鞍岳山頂を目指して 

 
  内田良平写真教室 

 
花の奥上高地 

 
クムジュン校中央建物２棟が MHC 学生寮 
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③3/30MHC カトマンズ支部は、ネパール政府に登録、MHC ネパール支部 
（Matsumoto  Himalayan Friendship Club Nepal Chapter）という名称 
とし、ボランティア活動を主に行っています。既に、カトマンズ市西側に流 
れる、ビシュヌマティ川河川敷清掃を進め、カトマンズ市の浄化活動を進め 
ていました。被災したカトマンズ盆地を中心に、被災した青少年の為の、教 
育支援を進め、小中高学校学生への通学用ザック、帳面等支給、親を亡くし 
た学生らへの奨学金支給等を行っています。 
 
MHC ネパール支部には、現在 176 名の会員がいます。 
 
 
４、事務局から 
①4/3(火) PM2:00～3：00、古幡健夫氏 4/10(火)PM3：00～4：00 上條 

賢介氏、、両監事による 2017 年度会計監査が行われる。                                              

②4/221(土) PM3：00 より松本商工会議所会館で MHC 第 19 回通常 
総会を開催．PM4：30～6：30 頃マデ、同会場で懇親会を開催した。 

④MHC 山岳保険について・・別紙参照 

１、 1 泊 2 日 1600 円/一人、2 泊 3 日～3 泊 4 日 1850 円/一人は、各登山講習参加毎に加入。参加

費の中に含まれます。 
２、 年間契約がお勧めです。団体契約扱いで入院通院費も支払われ、個人賠償責任保険金額は 2

億円となり、保険金額は年一人 17,000 円となります。就業(仕事)中の傷害以外、全て保険対象

です。・・加入希望者は事務局へ連絡下さい。70 歳以上も加入可です。大変お得です。 

 

⑤、年会費納入・・6 月までに 

※平成 30 年度年会費及びご協力の基金は郵便局より早めにお振込頂くようお願い致します。 
 6 月までに、MHC 本部へ入金をお願いいたします。 

 
 ※認定 NPO 法人化へ推進の為、3000 円の国際協力基金の寄付もお願いいたします。3000 円寄

付者が 100 人いると、県の審査で認定 NPO 法人化が検討されます。認定 NPO 化されますと

寄付者の税金控除の対象となり寄付し易くなります 
 
平成 30 年 4 月 25 日 

MHC 会 員 各 位                                         
NPO 法人 松本ヒマラヤ友好会事務局 

 

 
河川清掃活動 

学校へ教育資材提供 
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